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　　現代資本主義の展開と国家

購買者 ・投融資者としての活動を中心として
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　むすひ　　資本運動を支える国家

はじめに

　資本主義経済のもとでは資本は利潤獲得を目指して運動を展開し，杜会的に

は， それら資本相互の絡みあいで杜会的総資本の再生産と流通が進展する 。し

かし資本の運動は何時も順調に進んできたわけではなく ，過剰生産や恐慌をし

ぼしぼ惹き起こし，それを乗り切るために国家のテ コ入れにたよっ てきた。国

家のテ コ入れというとき，購買者としての活動は常に取り上げられるけれども
，

投融資者としての活動はしぼしぼ購買者の活動の中に吸収され，流通過程での

活動の背後に隠れてしまっ て， 金融領域からのテ コ入れの独白性が見矢われる

ことが多い。経済現象は生産，流通，金融の全領域の相互の関連の中で展開す

るものであり ，そのいずれかを欠いては事態は円滑に進展するものではない
。

すなわち物質的財貨やサ ービスが商品として生産され，生産者から消費者へ向

かっ て流通し，最終的に消費される過程で，通貨が商品流通に必要不可欠なも

のとして登場する。通貨が流通過程へ必要に応じて現れるためには，通貨の貯

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６１）
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水池の位置にある金融の領域の存在を忘れてはならない。あたかも商品流通が

生産過程を同１』提とする如く ，貨幣流通は金融過程を前提とするものて，商品流

通・ 貨幣流通の背後には生産過程と金融過程が控えている。生産も金融も流通

において商品流通 ・貨幣流通としてあらわれるか，生産過程も金融過程もそれ

ぞれ独自の領域を形成している。商品の生産 ・流通とならんで通貨の金融 ・流

通が進展する資本主義杜会において，国家がテ コ入れをするときにも ，商品の

生産 ・流通面とともに，通貨の金融過程の側面からの補強も重要なテ コ入れと

なる。このような資金面からのテ コ入れを土台として様々な政策があらわれ ，

全体として資本主義経済体制の維持 ・存続への努力かつつけられることとなる 。

本稿では購買者および投融資者としての国家の活動をば，資本主義杜会にとっ

ての必要にして不可避的な政策としてとらえ，その動向を資本主義径済構造と

の関連のもとに明らかにすることとしたい 。

（一）資本運動と社会的再生産

　商品流通 ・貨幣流通の高度な発展のもとて一定額の貨幣か蓄積され，且つ労

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
働力が商品として売買されることによっ て， 資本主義杜会成立の条件ができあ

がる。そして貨幣は資本に転化し，価値増殖運動を展開する。価値増殖をはた

すためには貨幣形態は商品形態に転化し，さらに貨幣形態に転化するという姿

態変換をともな っている。価値の物的形態は貨幣形態と商品形態で，流通過程

で入手された商品形態は，生産過程で労働によっ て価値が増加し，その増加し

た価値を含む商品形態が，貨幣形態に転化して価値増殖は進展する。貨幣形態

から出発した資本は商品形態に姿態変換をとげることによっ て， 価値増殖の条

件が導入されることとなるが，そのばあい生産手段たる商品形態と ，労働力商

品の両者が資本の支配のもとで結合され，生産手段の生産的消費をともな って ，

労働力商品はみずからの価値を超える労働を支出して，新商品をつくりあげる 。

このばあい価値増殖は労働力商品の購入を条件としており ，産業資本の運動に

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６２）
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当てはまることは，資本制商業資本の運動にも当てはまる 。

　資本制商業資本も貨幣形態の資本から出発して価値増殖をめざして運動する

とき，商業活動に不可欠な事務所やその他諸設備，即ち商業的手段の購入とと

もに，商業労働に従事する商業労働者を労働力商品として買入れる。貨幣形態

の資本は取扱商品のほか，商業的諸設備 ・什器および労働力商品に転化し，そ

れらの運動によっ て商品の売買を展開し，貨幣形態の資本は，投下額を上まわ

る価値を貨幣形態で回収して，個別資本としての資本の運動に成功したことに

なる。商業的諸設備 ・什器は不変資本部分であり ，商業労働力は自らの価値を

超える労働によっ て利潤をもたらすこととなるが，その過程で売買する商品は

産業資本の生産物であり ，その姿態変換を商業資本が代行することによっ て，

産業資本の入手する利潤の一部を商業資本が入手する。商業資本の商業労働が

姿態変換操作を産業資本に代わって行うぼあい，商業労働者は，労働力商品と

しての自己の価値に対して支払われる部分を超過して労働することによっ て，

不払労働部分を提供し，その不払労働部分が商業資本家の入手する利潤となる 。

商業資本家は産業資本家の生産物の実現を助けるために，商業的諸設備や，売

買すべき必要商品を入手し，最終的消費者に商品を販売することによっ て投下

資本を回収する過程で，支払労働部分を超えた不払労働部分を商品代金に含め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
て入手し，個別商業資本の利潤を形成する 。

　もともと産業資本は生産労働を遂行するためにも ，流通労働や貨幣取扱労働

を必要とする。即ち産業資本自身が原材料を流通過程で入手し，生産過程で労

働を加え，流通過程て販売するときにも ，流通労働や生産労働さらには代金の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
受払，保管，決済なとの貨幣取扱労働を不可欠とする。資本所有者はこれらの

労働を自分自身で行うわけではなく ，その担い手を労働力商品として買入れ ，

各担当者に生産労働 ・流通労働 ・貨幣取扱労働を遂行させ，そのいずれに対し

ても労働力商品の価値即ち賃金を支払い，労働をさせる過程で，支払労働部分

を超えて超過労働を実行さすことによっ て， 商品を価値通りに販売しても投下

額以上の価値を剰余価値として入手できる。商品を価値通りに販売するその価

値の中には，流通労働分，貨幣取扱労働分も生産労働とともに含まれており ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６３）
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支払労働部分は可変資本部分として賃金であり ，それに追加されるべき積極的

な価値増殖部分を生産労働はうみだし，流通労働 ・貨幣取扱労働はその生み出

された価値増大部分から控除すべき必要な費用となり ，その必要部分が節約さ

れれはされるほと ，利潤として分配する額は増大する。個別資本としての商業

資本の利潤は，仕入商品の代価，商業的諸設備費，商業労働考に対して支払わ

れた賃金部分を超えて入手した商品販売代金によっ て成立する。そのいずれの

商品の価値も産業労働者の労働の結晶であり ，産業労働者に対する支払労働部

分を超えた不払労働部分が，商業資本の商品販売価格内に含まれていて，その

実現を商業労働がたすけることによっ て， 商業労働者自身の価値とともに商業

利潤を入手させる。商業利潤の増大は商業労働賃金の減少，商業利潤の減少は

商業労働賃金の増大と言う対皿関係に置かれているのは，資本と労働の　般的

関係であるが，商業資本の必要とする取扱商品や商業的諸設備，そのほか商業

労働力の価値を形成する生活手段のすべてが産業資本の生産物であり ，産業資

本自身の生産手段と ，産業労働者の結合の成果である剰余価値をふくんだ商品

が， その実現過程において商業資本によっ て代行されて，さもなければ産業資

本の入手すべきはずの利潤のうち，その一部分が商業資本の利潤となる。従 っ

て産業資本と商業資本は資本としては利潤を分け合うのであり 、商業資本は産

業資本が生産した剰余価値を含む商品を流通過程で実現し，共同で入手した剰

余価値部分を投下資本量に応じて分配しあうのてあり ，生産と流通の両面ての ，

支払労働部分と不払労働部分との対立関係は個別産業資本 ・個別商業資本の内

部での利潤の増減に直接関係する。そして商業利潤と産業利潤との配分関係に

影響をあたえる元本である総剰余価値は，産業資本の創造したものを商業資本

が実現したのであり ，投下した資本額に応じて産業資本とともに商業資本は利

潤の分配に与かるという産業 ・商業間の相互関係の前提のもとで，産業 ・商業

内部での個別産業資本 ・個別商業資本は支払労働部分を切り下げることによっ

て， 不払労働部分の拡大を図り ，それに成功するか否かが，個別資本としての

資本運動の成否に係わることとなる。それゆえ個別諸資本の利潤は産業資本で

あれ，商業資本であれ，いずれも投下資本に対する回収資本の対比のなかで価

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６４）
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値増殖が展開し，その過程で支払労働部分を減少させ，不払労働部分を増大さ

せる努力をつづけることとなり ，そこに労資の対立が激化することとなる 。

　産業 ・商業の個別諸資本それぞれの相互の絡み合いで進展する杜会的総資本

の再生産と流通では，生産財（生産手段） ・消費財（生活手段）からなる杜会的

生産物全体において価値の総額は規定されており ，それらを生みだしたのは産

業的労働者で，生産過程で価値は創造されたのであり ，商業資本は価値を実現

して剰余価値の一部を取得し，商業労働者は貨幣賃金を媒介として生活手段を ，

産業資本の生み出す生産物の中から取得するのである。もともと杜会的総資本

の再生産と流通においては，産業資本によっ て創造された価値が，杜会的に各

産業部門に流通して再生産可能な条件をつくり上げてゆくか，それを具体的に

担当する各産業部門内の個別諸資本は，支払労働部分を節約して不払労働部分

を増大させ，個別資本としての利潤の増大を実現しようとする。その大前提と

して配分すべき総剰余価値は，生産過程での産業資本の生産的労働によっ て限

界ずげられている。生産，流通，貨幣取扱の全活動を産業資本のみが実行する

ときにも ，多様な種類の労働を不可欠とし，そのいずれも必要てあり ，その労

働の中には，価値を生まないで実現するにすぎない労働もふくまれている。そ

のなかで価値実現に協力する資本として商業資本が自立し，流通労働も独自に

行われるようにな っても ，産業資本における流通労働は，依然として存続する

のであり ，ただその取扱操作が他の個別資本によっ て代行され，杜会的に費用

が節約されることとなるにすぎない。したがって流通資本，流通労働の価値実

現のための活動という性格は，商業資本として自立してもしなくても ，流通労

働としては変化はない。しかし資本としては，自立したことによっ て産業資本

に対して利潤の分前を要求し，入手するが，それは産業資本が生み出した価値

の一部を分与されるのみであ って，商業資本が自分自身で創造したものではな

い。 個別資本としての資本の運動と ，個別資本相互の絡み合いで展開する杜会

的総資本の再生産と流通の運動とは同一でないことは，個別資本のなかのある

資本が資本集中をおこな った結果，他の資本が消失しても ，全体としての杜会

的総資本としては配分の変更あるのみで，総量に変化は生じない場合にも明ら

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６５）
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かである。杜会的総資本の運動と個別諸資本の運動との区別は，資本運動の出

発点にも現れている 。

　産業資本，商業資本，銀行資本等の個別諸資本としての利潤追求運動の出発

点は，貨幣資本であり ，到達点も貨幣資本であり ，量的対比によっ て資本運動

の成否があらわれる。そして貨幣額の比較による個別諸資本の資本運動の展開

と， 杜会的再生産における生産財（生産手段） ・消費財（生活手段）等の杜会的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
な円滑な生産と消費との関連は，Ｗ－Ｗで示される如く ，視点を異にしてい

る。 個別諸資本の運動は貨幣資本より ，杜会的総資本の再生産は商品形態から

出発するものであり ，商品形態から出発する資本の運動は，生産手段 ・生活手

段等の現実資本の運動であり ，流通過程にある商品資本，生産過程にある生産

資本の両者を包含する。そして個別資本の運動過程で，商品の特殊なものとし

て購入された労働力は，生産手段に結合されて労働を支出する人間であるが ，

その価値は生活手段の価値によっ て規定されており ，生活手段は，生産手段お

よび生活手段の生産のために労働者によっ て消費される。そこで杜会的総資本

の再生産と流通においては，労働力を維持し，再生産するのに必要な生活手段

が商品として生産され，消費されることによって労働力は労働を実行する。し

たがって個別資本の運動として生産過程に結合される労働力は，現実資本の運

動である杜会的総資本の再生産と流通においては，生活手段として，生産手段

とともに商品として生産され，流通し，消費される。個別諸資本のもとでの労

働力商品は，杜会的総資本のもとでは生活手段としてあらわれ，個別諸資本の

価値増殖Ｇ－Ｇ ”は，杜会的総資本の再生産と流通のもとではＷ－Ｗの展開

となる。そしてこのような資本運動の前提条件としては，商品流通 ・貨幣流通

の高度な発展を必要としているのであり ，このような条件のあるところで，即

ちＷ－Ｇ－Ｗの運動が進展しているという客観的条件のもとで，個別資本が

資本としての運動を展開し，そして個別諸資本が運動を展開していく過程で相

互に絡み合い，杜会的総資本の再生産と流通が進展し，それは時には円滑に進

展することもあるが，不均衡の生ずることは避げられず，再生産が円滑に進ま
　　　　　　　　　　　　５）
ず過剰生産や恐慌がおこることもある。そこで個別資本のもとで倒産 ・破産が

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６６）
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続出し，その杜会的総計が過剰生産恐慌にほかたらない。このことはＧ－Ｗ

－Ｇ”の資本運動が価値増殖に失敗して，資本として運動できなくな ったとい

う個別資本の状況の杜会的な反映で，Ｗ－Ｗの円滑な進展の破綻を意味し ，

同一の現象の個別資本のもとでのあらわれと ，杜会的総資本のもとでのあらわ

れであり ，二つの側面で現象した根源は資本主義的無政府生産そのものにほか

ならない。このように商品流通 ・貨幣流通の発展は，労働力商品化とともに個

別資本の運動を展開させ，杜会的総資本の再生産と流通においても危機的諸現

象を示すこととなる 。

　　１）　カール ・マルクス『資本論』全　第一巻，ｐ．２２３，７４２，９３３，大月書店 。

　　２）　カール ・マルクス『資本論』全　第三巻，Ｐ．３７５，大月書店 。

　　３）　カール ・マルクス『資本論』全　第三巻，ｐ．３７４，大月書店 。

　　４）　 カール ・マルクス『資本論』全　第二巻，Ｐ．４８３，大月書店 。

　　５）　 カール ・マルクス『資本論』全　第二巻，Ｐ．４８４，大月書店 。

（二）資本運動の問題点（実現問題，金融問題）

　資本制生産様式が支配的に行われる諸杜会において，個別諸資本は相互に絡

みあい，全体として資本主義経済を構成しつつ，その運動を通じて資本主義杜

会を変動させる。資本運動の動機とし目的とするものは利潤獲得であるが，そ

れに成功するには，流通過程において入手した生産手段 ・労働力を生産過程で

結合して生産を行い，出来上がった商品を流通過程で販売しなけれぼならない 。

商品と貨幣との姿態変換は，購買者と販売者の両者の流通過程への登場を条件

とするが，商品から貨幣への姿態変換（販売）と貨幣から商品への姿態変換

（購買）をくらべると ，販売の方が一層困難をきわめる。とりわけ資本相互の

競争の結果として，生産過剰を不可避とする状況のもとでは，生産物を完売す

ることは至難の事柄である。しかし資本がその生産物の販売に成功しないなら

ぼ， 引き続き資本運動を継続できないわけであり ，円滑に商品を販売できるか

否かは資本にとっては死活問題である。商品の貨幣への転化すなわち「実現問

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６７）
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題」は，個別資本にとっ ての重大問題であるだけてなく ，個別資本の相互の絡

み合いで展開している杜会的総資本の再生産と流通においても重大問題で，実

現の困難な状況とは，過剰生産 ・恐慌の状況にほかならず，資本主義体制その

ものにとっ ても「実現問題」は，体制の存続にかかわる重大問題てある。自由

競争の資本主義のもとでは，無政府生産の結果として過剰生産 ・恐慌はさける

ことはできず，ほぽ１０年周期で恐慌の洗礼をうけてきた。資本主義か独占段階

へ進展しても競争と独占の併存するもとで，過剰生産は不可避であり ，実現の

困難は依然として引きつがれることになる。過剰生産，恐慌，企業倒産，失業

増大，杜会不安のひろかりを回避するには，過剰商品の実現を促進することを

必要とし，そのためには購買者としての国家の積極的な介入を必要とすること

となる。国家か購買者として資本主義市場にあらわれるためには，自ら購買力

を保持する事が必要であり ，そのために中央銀行に通貨を増発させ，それに強

制通用力を付与して国民経済の中へ流通させる制度を確立する。見換銀行券制

度を不換銀行券制度へと変革したのは，正しく ，国家による購買を実行するた

めには必要不可欠な措置てあ った。管理通貨制度といわれる不換銀行券制度は
，

国家支出増大を可能にする基礎的条件てあり ，このような条件かととの ったと

ころで，国債を媒介として購買者として国家が登場し，商品実現の困難を克服

し， 個別資本の運動を円滑にすることを通じて，杜会的総資本の再生産と流通

を軌道にのせ，資本主義体制崩壊の危機を乗り切ることを企図し，実行する 。

資本の運動に付きまとう問題点の一つである「実現問題」は，流通過程におい

て発生するとともに流通過程において解決されざるをえないのである 。

　流通過程における資本の運動は，流通過程での努力によっ て解決の方向を見

出すこととなるか，資本は利潤獲得をめざす相互の競争過程で，他資本よりも

規模を拡大し，大量生産による コスト低下をはかり ，自らの利潤を増大させよ

うと努める。そのためには設備の拡張，合理化は不可欠であり ，それを実行す

るためには，巨額の貨幣資本を必要とする。個別資本は自己所有の資本だけで

なく ，必要資本を借入れて，自己の資本と一体として投下し，資本主義的生産

競争 ・販売競争に遭進する。資本はどの資本といえども ，その運動の展開過程

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６８）
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て利潤の蓄積分　設備の減価償却分　運転資金の休息部分を不可避的に生み出
１）

し， これらは健全な資本運動の展開にともなう不可避的発生部分であり ，それ

らを充用する時期がくるまで，待機の状態におかれることとなる。他方，自ら

の資本規模を拡大して生産を増大するためには，自己の所有資本を超えて，借

入をすることによっ て実現可能な場合もある。信用制度（株式制度 ・銀行制度）

を利用して必要貨幣資本を調達し，生産の拡大を実行しえた資本主義企業は ，

競争戦を有利に展開する条件をつくりあげたわけであり ，信用利用の成否か ，

競争戦を勝ち抜くためのカギとなる。資本運動にとっ ては流通過程 ・生産過程

での運動のほかに，この金融過程での貨幣資本の調達と運用の如何が，個別資

本にとっ ての資本運動の成否を左右する。流通過程 ・生産過程とは異な った ，

金融過程での貨幣資本の調達と運用にたずさわる個別諸資本は，金融市場に参

加して貨幣資本（Ｍｏｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐｉｔ・１）を入手したり ，提供したりする。この金融

市場の存在を無視して資本主義企業や産業や経済の進展は困難である。金融市

場で貨幣資本（Ｍ・ｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐｉｔ・１）を獲得し，そして流通過程で貨幣資本として

投入し，必要商品を入手し，それを加工して再び流通過程で販売する資本運動

は， 利子生み資本（Ｍ・ｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐｉｔ・１）の運動する過程との係わりをもつことな

しには，資本主義企業として事業を拡大し，蓄積をすすめることは不可能てあ

る。 現実資本の運動とならんで貨幣資本（Ｍ・ｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐｉｔ・１）の運動は，資本の

現実的な活動にとっ ては不可欠な局面である。貨幣資本需要者としての資本主

義企業のほかに，個人や公的部門も時に応じて金融を受ける側に立つが，彼ら

はまた貨幣資本（Ｍｏｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐｉｔ・１）の供給者としての立場にたつこともある 。

媒介者としての金融機関は利子生み貨幣資本を取扱い，擬制資本を証として長

期・ 短期の金融を展開する。株式 ・債券その他の債務証書て具体的に象徴され

る擬制資本の発行と ，この擬制資本と交流する貨幣形態の資本すなわち利子生

み貨幣資本とは，流通過程とは異なる金融過程で運動を展開し，利子率の変動

が利子生み貨幣資本，擬制資本の運動に決定的に影響を及ぽす 。

　　１）　 カール ・マルクス『資本論』全　第二巻，ｐ
．３４３，３４５，大月書店 。

（２６９）
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（三）社会的総資本の再生産と流通のもとでのＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　杜会的総資本の再生産と流通においては，現実資本の運動が中心となる。現

実資本が貨幣資本を媒介として運動することは，商品が貨幣を媒介として運動

することと同様である。資本としての運動であっても商品としての運動であ っ

ても ，流通過程で商品形態と貨幣形態が交換されることには変わりはない。商

品流通 ・貨幣流通，現実資本の運動 ・貨幣資本の運動のなかで，貨幣形態の資

本は流通過程で現実資本と交換に流通資本として運動する。そして現実資本で

もなくまた貨幣資本でもない擬制資本が，杜会的総資本の再生産と流通の背後

て運動する。もともと ，それ自身は実物的資本ではないか，一定の価値あるも

のとみなされて，貨幣資本と交換に授受される有価証券は擬制資本である。擬

制資本は利子の受け払いをともなって運動する資本で，利子生み資本の投下部
２）

門である。そして擬制資本と交流する貨幣資本は，現実資本と交流する貨幣資

本と同じく貨幣形態の資本であるが，流通資本である貨幣資本と異な っていて

Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１にほかならない。貨幣形態の資本の一方は流通過程で運動

する流通資本であるのに対して，他方は金融過程で運動する貸付資本（利子生

み資本）であり ，Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１の運動は流通過程とは異な った領域の運動

であり ，貨幣形態の同一性に惑わされて両者の同一視は許されない 。

　杜会的総資本の再生産と流通は流通過程での問題であるのに対して ，

Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１の運動はその背後にあ って，流通過程の運動を支えている

けれども ，杜会的総資本の再生産と流通において，現象の表面に現われている

のは流通過程てある 。Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１の運動は擬制資本の運動をともな っ

て運動し ，Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１と擬制資本とは密接不離の関係にあるか，いず

れも貨幣額で示される。貨幣形態の資本は貨幣資本であり ，貨幣額で表示され

るものにはＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１，擬制資本のほかに現実資本（商品資本 ・生産資

本）や自己資本，他人資本（信用資本），貸付資本，借入資本等，すべての資本

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７０）
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は貨幣額で表示される。そこで貨幣形態の資本が運動するとき，現実資本 ・擬

制資本のいずれも貨幣資本と反対方向に運動する。貨幣資本が現実資本と交流

するときは流通貨幣資本であるが，擬制資本と交流するときは貸付（或は借入）

貨幣資本又は利子生み貨幣資本であり ，貨幣形態の資本は流通資本であ ったり ，

利子生み資本であ ったりする。貨幣資本の意義カミ多面的であることがここにも

みられる。また個別資本が自己保有の資本を自己資本として保有するほかに ，

必要資本を借入れて資本として運動させるとき，自己資本にたいして他人資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
があらわれる。他人資本はまた信用資本という表現をうけることもある 。

　産業資本や商業資本や金融機関が自己資本以外に他人から入手して，自己の

責任で運用する資本すべてが信用資本であり ，借入資本である。それを貸手か

らみれば貸付資本であり ，貸付資本と借入資本は対応関係にある。借入資本は

他人資本で，それは信用資本でもあり ，貸借をともなう資本は，利子をともな

う利子生み資本でＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１にほかならない。Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１が ，

産業 ・商業の企業で借り入れられて資本として運動するとき，それに対して貸

出す機関は金融機関である。金融機関は貸付け，企業が借り入れるときの貨幣

資本はＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１（禾１」子生み資本 ・貸付資本）であり ，貸付資本の形態が

擬制資本である。そして金融機関が貸出に利用する貨幣形態の資本は，企業 ・

個人 ・公共部門等から借り入れたＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃ
ａｐｉｔａ１で，金融機関はそれらを

入手するにさいして擬制資本を発行して，それと交換にＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃ
ａｐｉｔａ１を

入手し，入手したＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１を再び擬制資本と交換に企業 ・個人 ・公

共部門へＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１として貸し出すのである 。

　金融機関は擬制資本を発行したり ，入手したりしてＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１を蒐

集し且つ配分するが，自らは生産過程 ・流通過程に直接関与するのではない 。

Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａｌの専門機関はしたかって金融機関であり ，それと不可分の

関係にある擬制資本を取り扱う専門機関も金融機関である。金融機関相互の取

引は金融過程内での運動であり ，流通過程や生産過程の外での取引である。し

かし取引が金融機関以外の生産企業 ・流通企業との間で展開するとき，貸手と

しての金融機関は利子取得者として登場し，借手は入手したＭｏｎｅｙｅｄ　Ｃ
ａｐｉ←

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７１）
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ａ１を流通過程へ投じて，商品生産に必要とする諸商品を入手するとき，企業

側では信用資本（借入資本）の利用者となる。しかし企業は信用資本を利用す

るが，それは生産 ・流通を円滑に行ったり ，その規模を拡大したり ，するため

に利用するのであ って，信用資本の取扱そのものを専門の業務とするわけでは

ない。信用資本はしたがって金融機関を一方の側として，したがって擬制資本

もまた金融機関を一方の側として，非金融機関との取引で運動するか，非金融

機関の側での信用資本の増大は，金融機関側からの貸出の増大であり ，したか

って金融機関保有擬制資本の増大である。他方，非金融機関側からの貸付資本

（利子生み資本）の金融機関への預託は，金融機関側では信用資本の増大であり ，

預託した企業 ・個人側では保有擬制資本の増大である。それゆえ金融機関側で

の保有擬制資本は，それに対応して非金融機関の信用資本（借入資本）となり
，

信用資本の一部は現実資本に転化して生産過程 ・流通過程ての現実資本として

存在するほかは，金融機関への請求権として存在する。請求権を示す用具とし

ての擬制資本の企業側での減少は，企業側での保有現実資本の増大，逆に企業

側ての擬制資本の増大は現実資本の相対的減少という関連にある。このことは

非金融機関側での現実資本（Ｉ）の減少にともなう保有擬制資本の増大は，金

融機関側ての信用資本（Ｄ）の増大，逆に非金融機関側での現実資本（Ｉ）の

増大にともなう保有擬制資本の減少は，金融機関における信用資本（Ｄ）の減
　　　　　　　　　　　　４）
少とな って反映する（Ｉ／Ｄ）。 金融機関における信用資本残高は帳簿残高で ，

その移転用具として小切手 ・手形や最近ではカードなども利用され ，

Ｍｏｎｅｙｅｄ　Ｃａｐ１ｔａ１の預託者によっ て利用される。それゆえ金融機関に預託さ

れている信用資本残高は，企業 ・個人 ・公的部門の利用可能な貨幣資本残高で

あり ，それを裏付けている企業 ・個人 ・公的部門の保有証券は信用資本残高へ

の請求権を示す用具である。そして金融機関側か預かっている信用資本残高は ，

　　　　　　　　　　　　５）
金融機関庫中の保有現金通貨 ・保有有価証券によっ て裏付げられており ，保有

有価証券は金融機関相互の取引を除くと ，非金融機関に対する金融部分を示し

ている。この非金融機関に対する金融部門からの融資状況は，それを反映する

金融機関信用資本残高において，貨幣資本（Ｍｏｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐ１ｔ・１）の蓄積として杜

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７２）
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会的 ・全体的に表示されるが，杜会的総資本の再生産と流通において表れてい

るのは，現実資本の運動であり ，そこでの運動状況と逆の関係において，現実

資本形成の増大 ・減少に対する信用資本残高の減少 ・増大があらわれる 。

　もともと金融機関信用資本残高は貨幣資本（Ｍ・ｎ・ｙ・ｄ　Ｃ・ｐ１ｔ・１）の蓄積てある

とともに，現実資本の取引の結果を決済する残高であり ，Ａ企業の支払いはＢ

企業の受取て，企業間での受け払いかあ っても ，一方の増大は他方の減少てあ

り， 信用資本残高全体としての量的変化は生じない。但し現金通貨で引出され

流通過程で利用されるとき，信用資本残高は減少することとなるが，現金通貨

形態による中央銀行からの補給によっ て， 信用資本残高が１日に復するときには ，

通貨の増発と流通過程への現金通貨の流出の同時進行であり ，インフレーショ

ソヘの進展過程にあるといえる。信用資本残高は杜会的総資本の再生産と流通

の外にあ って，杜会的総資本の再生産と流通の運動に逆方向に連動して増減し ，

資本主義杜会の変動状況を映しだしているもので，金融機関預金 ・債券発行残

高はその具体的あらわれである。国際化時代といわれている今日 ，商品や通貨

が国境を超えて往来きするようにな っているが，輸出は現実資本の流出に伴う

通貨の流入てあり ，金融機関預金 ・債券発行残高の増加と現実資本の減少を示

し， 輸入は反対に現実資本の流入と通貨流出であり ，現実資本の増加に対する

金融機関預金 ・債券発行残高の減少てある。現実資本の増減に対する信用資本

の逆方向ての増減は，国際関係を考慮にいれてもその動向は国内の動向と特に

異なるところはない 。

　　１）　カール ・マルクス『資本論』全　第一巻，ｐ．２２３，７４２，大月書店 。

　　２）　カール ・マルクス『資本論』全　第一巻，ｐ．２２３，７４２，大月書店 。

　　３）　カール ・マルクス『資本論』全　第一巻，ｐ．２２３，７４２，大月書店 。

　　４）企業の現実資本も金融機関の信用資本残高も ，その絶対額は年 々増加傾向にあ

　　　る。現実資本が前年にくらべて増加している年は，拡大再生産で増加分は新投資

　　　といえる。他方，信用資本残高（金融機関預金 ・債券発行残高）の増加は，貨幣

　　　資本の蓄積の増加であるが，輸出代金が受け取られると増大し，逆に輸入代金が

　　　支払われると減少する。したがって輸入増加と新投資増加はともにＩを増大させ

　　　て，Ｄを減少さすから好況局面を示し，輸出増加と投資減少はＩの減少，Ｄの増

　　　大で不況状況を示す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７３）
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　５）保有現金は中央銀行への預げ金と同じく ，中央銀行に対する請求権としての位

　　置にあり ，金融機関における金融資産を形成する 。

（四）貸手としての国家と買手としての国家

　杜会的総資本の再生産と流通の背後にあ って，それを支える金融過程は流通

の表面には直接あらわれない。通貨形態は金融過程から流通過程へ流出して ，

商品流通を媒介し，取引を媒介して再び金融過程へ引き上げる。通貨形態の貯

水池としての位置にある金融過程は，現実資本の運動の背後にあって現実資本

の運動を可能にする条件を形成しているが，現実資本そのものの運動ではなく ，

擬制資本の運動する領域である。金融の領域は現実資本の運動に弾力的に対応

して，必要なときに，適時，通貨形態を流通過程へ供給し，貨幣経済として現

象さすこととなるが，その背後には，金融過程という独自の運動領域を形成し

ている。金融過程は現実資本の運動に対して一見，受動的に対応しているよう

にみえながら，時には金融過程からの協力が得られないために，倒産 ・破産を

余儀無くされた企業もあり ，杜会的には貨幣不足 ・信用不安等の貨幣恐慌 ・金

融恐慌として顕在化することもある。げれども多くの場合，貨幣経済と金融経

済の近親性のため，金融経済の独自性が見失われることが多い 。

　流通過程での貨幣の運動をともな った貨幣経済は，通貨問題としてのイ：／フ

レー！ヨ：／や物価上昇問題等でしはしは注目され，金融問題はその通貨と不可

分の領域ではあるが，通貨現象でなく利子生み資本の運動に結びつく独自の領

域である。この金融過程か資本主義経済のもとてとのような位置にあり ，現実

資本の増減に応じてとのような量的推移をたとるかは，既に述へたところてあ

る。 この金融の領域を専門に担当するのは金融機関であり ，そのなかで国家の

占める位置によっ て， 金融面からの国家のテ コ入れの状況が明確になる。国家

が資本主義経済に対して支えの役割を果たすとき，資本主義企業の生産物の実

現を助ける活動（購買者としての活動）のほかに，金融面からも ，資本主義企業

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７４）
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の活動を円滑にする活動（投融資者としての活動）も厳存する。金融面からの支

えを得られなかったために，資本運動の継続を断念した企業即ち破産 ・倒産を

余儀無くされた企業の存在が，金融の果たす役割の重要性を物語っている。そ

れゆえ国家の資本主義経済へのテ コ入れというとき，牛産 ・流通のみてなく ，

金融面からの協力状況も考慮されなけれぼならず，それによっ て生産 ・流通の

みでなく金融をもともなって進展する現実の資本主義の展開が，より現実的に

理解されることとなる 。

　金融面からの国家のテ コ入れというとき，量的にどの程度テ コ入れを行 って

いるかという側面と ，さらにその内容が実質的に資本運動そのものへのテ コ入

れになるのかどうか，という観点からも量的側面とならんで明確にしておくこ

とか必要である。まずテ コ入れの度合は，全金融に占める公的金融の割合，に

よっ て手がかりが与えられる。これは公的金融部門対民間金融部門の対比にお

いて，年毎にそれぞれの量的構成が変動し，そのことは金融の領域からの資本

主義経済への補強の強弱を物語る。そのほカ金融機関貸出投資残高のうち政府

金融機関の占める割合が，どのような推移を辿っているかを検討することによ

り， 金融面からのテ コ入れの度合を知る手がかりが得られる。そのぼあい貸手

としては政府金融機関であ ったり ，公的部門であ ったりするが，借手側はこの

ばあいは個人 ・企業 ・政府部門のすべてが含まれている。借手側のうち政府部

門に対する政府金融機関からの金融は，資本主義体制を支える為の金融という

のには当てはまらない。けだし資本主義経済に対してのテ コ入れは，公的部門

からの私的企業や個人に対するものでなけれぼなるまい。そのぼあい個人は公

的金融部門からの借手として登場するとしても ，個人部門の総計においては貯
　　　１）

蓄超過であ って，自らが必要とする部分は自らの貯蓄でまかなわれて余剰部分

を， 公的部門や企業へ融通している。その媒介をするのが金融機関であり ，個

人部門が金融面で，公的部門からの支えを量的には得ているというわけではな

い。 にもかかわらず個人部門が公的金融によって支えられているのは，その量

的側面ではなくて質的側面てあり ，具体的には金利の高さや返済期限等におい

て， 民間金融からは得られない優遇措置をうけているからである。それが個人

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７５）
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に対する杜会政策的意味をもつことを通じて，資本主義体制批判の矛先を弱め ，

体制維持に結びつく限りは，個人に対する国家金融は資本主義体制へのテ コ入

れと言えなくもない。しかし，これは資本運動そのものに対するテ コ入れでは

ないから，資本にとっ ては間接的効果をもつものである。これに対して借手が

企業で，それら企業に対し，公的金融が民間金融からは提供できない有利な条

件（低利 ・長期）で福の神として現われるとき，公的金融が資本運動に直接ｆ乍

用して，その運動を助成し促進することとなる。これは資本主義企業を維持す

ることを通じて資本主義体制を直接，維持していることとなり ，このような金

融こそは直接的に資本主義体制を支える国家の活動，として考察されるへきも

のである。したがって金融を受ける側が資本主義企業で，それに対してどのよ

うな公的機関から，どれだけの金額が与えられたかという量的指標によっ て，

金融面からのテ コ入れの具体的状況が明らかになる。「産業資金貸出（増減）

状況」のなかの国家部門の総計は，国家金融による企業への直接的なテ コ入れ

をしめすものである。金融面からの支えと流通面からの支えの両者が，国家に

よっ て押し進められさるをえなくな った時，資本主義経済は危機的状況にある

ことを物語っており ，そのテ コ入れの状況が軽減される時は，資本主義が自分

自身の力で活力を回復しつつある時である 。

　金融面からの国家のテ コ入れの推移は次表の如くである。この表では公的部

門・ 民間部門それぞれの量的動向とならんで，より直接的な資本運動そのもの

へのテ コ入れについては「産業資金貸出状況」におげる国家部門の割合によっ

て， テコ 入れの強弱の度合いをあらわしている。資本主義体制の危機を乗り切

るための国家活動は，財政支出により買い手として資本運動を円滑にする面を

表面とすれば，その背後にあ って，国家が民間金融機関の背後で手をさしのべ

て， 資本主義企業の活動を金融的に援助する度合いが，貸手としての国家の活

動を量的に示すことになる。買手としての国家と貸手としての国家の両者が ，

国家の支えであ って，そのいずれか一方では，国家の支えの一側面をとらえて

いるにすぎない。表面における流通過程，桑面における金融過程の全体におい

て国家のテ コ入れか進み，そのもとで資本主義経済は危機的状況を乗り切って

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７６）
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貸手としての国家と買手としての国家
〈４０Ｘ＞　４００

　　３８０　　　　　　　　　　　　　　
・，
一、

　　　　　　　　　　　　 ．！　、 １　　　　　　　　　　 …一 国家テコ入れ合許

　　：：１　〆〆
１１

＼〈 ．、．一熱ゆ醸　　 ３２０
’・，．

“．；．ノ　　　　　　　　　　　　　＼ 一　　　　 一一： 貸手としての厨家
＜３０Ｘ〉３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　一現実資本房虞
　　２８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　 一一． 失秦率
　　２６０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　 ２４０ 　　　　　　　　　　　　　　　　　
．１三“

　　
、、。 　　　　　　　　　　　　

“１・

“
＜２０Ｘ〉２００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、、

　　１８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　１６０

　　 １４０ 　　　　　　　　　　　
・’

／　 一＼ 、

　　 １２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’・

一

＜１０浴 １００

　　　８０

　　　６０

　　　４０
　　　２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＿’，扁＝三一一＝一一二一一一一一

　　　Ｏ
１９７５１９７６１９７７１９７８１９７９１９８０１９８１１９８２１９８３１９８４１９８５１９８６１９８７

きた。そして国家のテ コ入れが軽減されつつある状況は，資本主義の活性化を

民間部門に委ねる方が，資本主義体制を維持するうえで適切だという政策判断

の結果である。しかし，それによっ て資本主義の矛盾がなくな ったわけではな

く， つぎの局面で顕在化する矛盾の累積を，更に進めつつあるのだといわなけ

ればならない 。

　　１）資金循環表に示されるように個人部門の貯蓄超過部分を，企業部門や公的部門

　　　が利用して資金全体としてバランスしながら進展するものとな っている 。

むすび　　資本運動を支える国家

　資本主義経済のもとては各個別資本は，利潤獲得を目指して相互に競争を行

い， その結果，過剰生産は，資本主義のもとでは避げられない。このことは自

由競争のもとでは勿論のこと独占段階の資本主義のもとでも，依然とし貫徹し

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７８）
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ている。過剰生産，恐慌が起こる度毎に弱小資本は破産したり ，吸収されたり

して消滅し，大資本はその度毎に吸収や合併を行 って，資本の集積 ・集中が進

展する。資本の集積 ・集中の一そうの進展は，資本主義の独占段階をもたらす

こととなるけれども ，過剰生産の発生は，独占段階のもとでも避けることはで

きなかったのてある 。１９２９年の恐慌は，まさに独占資本主義の真っ直中で起こ

ったのてあ った。過剰生産，物価暴落，破産，失業の増大，杜会不安の拡かり

の中で，国家は経済的，政治的危機を乗り越えるために，政策的に様 々なテ コ

入れを行 って，資本主義体制を守ろうと努力を続げてきた。ここに独占資本主

義は国家独占資本主義へ移行する。国家が経済過程に対して権力的に関与する

場合，その基礎に横たわっているのは通貨制度の問題である。金保有高の増減

に制約された発券制度にかえて，金保有高とは関係無く ，国家か強制通用力を

付与した不換銀行券を発行させ，流通させる通貨制度は，国家カミ経済過程へ積

極的に介入する土台を形成する。管理通貨制度と言われるこの制度は，１９３０年

代から今日にいたるまで世界各国で支持され，実行されつづけてきた。この通

貨制度を前提にして，国家支出を増大させることか可能となり ，必然的にイノ

フレーショノをひきおこすこととなる。国家支出は流通過程で商品を買い入れ

る方向と ，企業に対して長期　低利の資金を融通する方向の両方てあり ，いず

れも資本の運動の円滑化に貢献する。国家は過剰生産物を買入れて，資本主義

体制の危機を乗り切ろうとするだけでなく ，金融の担い手としても資本運動の

円滑化を助ける。借手としての企業にとっ ては，資金の調達そのものが資本運

動の一環であり ，調達した資金で設備投資 ・在庫投資を行い，そのような資金

を国家が供給するとき，明らかに国家のテ コ入れにほかならない。企業側は一

方で借入れ，必要に応じて貸付げ，また他方で買入れるが，国家はそれに必要

な資金をあたえて，資本の運動を助けたのである。国家は企業に対してのみな

らず，公的部門や家計部門へも資金を供給し，その資金は，資本主義企業の生

産物の買入れに使われることとなるけれども ，公的部門や家計部門の活動は ，

利潤獲得を動機とし目的とする資本の運動ではない。したがって公的部門や家

計部門への国家からの貸付けは，公的部門や家計部門の活動を助けることとな
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るけれども ，直接，資本の運動を助けているわけではなく ，直接的な資本への

テコ 入れではない。しかしながら国家か買手とな って，資本主義企業の生産物

を購入するとき，資本主義企業の販売を助げることとなるから，明らかにそれ

は国家のテ コ入れとなる。国家は財貨 ・サービスの買手として財政支出によっ

て， 資本主義商品の実現を助げ，この面から資本主義経済の停滞を軽減するだ

けでなく ，資本主義企業に対し低利 ・長期の資金を供給する。買手としての活

動と貸手としての活動の両者の合計が，国家のテ コ入れを量的に示すこととな

る。

　国民総支出のなかでの政府部門の占める割合は，国家のテ コ入れの具体的な

指標であるが，この中には地方公共団体の支出部分もふくまれているから，公

的部門によるテ コ入れを示すこととなる。中央政府を通じてだけではなく ，地

方自治体を通じても ，国家は資本主義経済へのテコ 入れをおこなうのであるか

ら， 両者の合計の方が，国家によるテ コ入れをより現実的に表示する。これま

で国家のテ コ入れというとき，購買者として活動する国家を意味するのが普通

であ った。しかし国家が資本主義企業へ必要資金の貸付をするのも ，明らかに

資本主義企業にたいする国家のテ コ入れである。けだし金融をうけた企業はそ

の資金で商品を買入れたり ，債務を支払ったりして，資本としての活動を継続

しておこなうことができるわけであり ，それを可能にさせる国家金融は，資本

主義企業にたいする明白な国家のテ コ入れである。資本主義企業が必要資金を

調達するとき民間金融機関からだけでなく ，長期 ・低利の政府資金をも利用す

るのであり ，産業資金として供給された総額のなかで政府資金の占める割合が ，

国家によるテ コ入れの量的指標の一部を構成することとなる。このような資金

面からのテ コ入れを土台として，様々な政策かあらわれ，全体として資本主義

経済体制維持 ・存続への政策努力かつつけられることとなる。しかしその背後

には資本主義杜会の運動法則か，依然として貫徹しているのである 。
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